
提
　
言

　

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
よ
う
、
我
が
国
で
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
の
導
入
や
保
育
の
受
け

皿
の
大
幅
な
拡
大
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
資
す

る
働
き
方
改
革
の
推
進
等
、
官
民
挙
げ
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
２
０
１
９
年
の
出

生
数
は
90
万
人
を
割
り
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

現
状
を
放
置
す
れ
ば
、
経
済
社
会
が
縮
小
す
る
の
み

な
ら
ず
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
を
含
め
、
国
民
生
活
全

般
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
働
き
方
や
暮
ら
し
方
、
人
々

の
価
値
観
等
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
団

連
で
は
、
新
た
な
視
点
で
の
少
子
化
対
策
を
提
案
す

べ
く
、
提
言
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望
し
た
少
子
化

対
策
の
推
進
に
向
け
て
」を
取
り
ま
と
め
、公
表
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望
し
、 

目
指
す
べ
き
将
来
像

　

こ
れ
ま
で
、
東
京
圏
で
の
就
労
・
活
動
に
魅
力
を

感
じ
、
多
く
の
若
年
層
が
地
方
か
ら
流
入
し
て
い
た

が
、
一
方
で
そ
れ
は
、
待
機
児
童
が
都
市
部
に
集
中

す
る
要
因
に
も
な
っ
て
き
た
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、
一
極
集
中
の
リ
ス
ク

を
浮
き
彫
り
に
し
、
併
せ
て
働
き
方
・
生
き
方
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
り
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
有
用
性
を
人
々
に
強
く
認
識
さ
せ
た
。
こ

う
し
た
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

を
展
望
し
た
新
た
な
視
点
に
立
ち
、「
働
き
な
が
ら

希
望
す
る
数
の
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
経
済

的
に
も
社
会
的
に
も
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
を
実
現
す

べ
き
で
あ
る
。

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
に
し
、 

人
生
の
選
択
肢
が
広
が
る

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
等
、
場
所
や
時
間
に
捉
わ
れ
な
い
働
き
方
が

広
が
っ
た
。
同
時
に
、
新
し
い
働
き
方
に
よ
り
、
夫

の
家
事
・
育
児
時
間
が
増
え
る
な
ど
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
観
点
か
ら
も
プ
ラ
ス
の
変

化
が
あ
っ
た
。
今
後
、
場
所
に
捉
わ
れ
な
い
新
た
な

働
き
方
が
普
及
・
定
着
す
れ
ば
、
働
く
場
所
・
住
む

場
所
の
選
択
肢
が
広
が
り
、
東
京
一
極
集
中
の
流
れ

に
も
変
化
が
期
待
出
来
る
。
一
部
の
企
業
で
は
、
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る
新
た
な
働
き
方
へ
の
変
革

を
目
指
し
た
取
り
組
み
や
社
内
制
度
の
整
備
が
始
ま

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
を
加
速
し
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
つ
つ
、
個
々
人
の
人
生
の
選
択
肢
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

分
散
型
社
会
を
実
現
し
、 

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
再
生
す
る

　

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
い
、
地
方
移
住
へ
の
若
い
世
代
の

副会長
人口問題委員長
東京海上日動火災保険相談役

隅
すみ

 修
しゅうぞう

三

人口問題委員長
清水建設会長

宮
みやもと

本 洋
よういち

一

人口問題委員長
日本生命保険社長

清
しみず

水 博
ひろし

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
展
望
し
た

少
子
化
対
策
の
推
進
に
向
け
て
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関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
分
散
型
社
会
の
実
現
に
向

け
た
大
き
な
契
機
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
機

運
を
捉
え
、
分
散
型
社
会
の
実
現
・
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
若
い
世
代
の
創
造
性
を
発
揮
出

来
る
雇
用
の
場
の
確
保
、
生
活
・
文
化
面
の
充
実
が

重
要
で
あ
る
。
地
方
に
は
、
職
住
近
接
に
よ
る
通
勤

時
間
の
短
さ
な
ど
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
実
現

す
る
上
で
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

当
面
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
に
向
け
て

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
験
を
踏
ま
え
た
将
来
像
に
加
え
、

提
言
で
は
、
当
面
取
り
組
む
べ
き
政
策
課
題
に
向
け

た
提
案
を
行
っ
た
。

　

第
１
に
、
待
機
児
童
対
策
等
を
進
め
る
際
の
、
ワ

イ
ズ
・
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
観
点
の
見
直
し
で
あ
る
。

案
し
て
い
る
。

　

第
２
に
、
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
積
極
参
加
で

あ
る
。
夫
の
家
事
・
育
児
時
間
の
長
さ
が
第
２
子
の

希
望
実
現
を
左
右
す
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
経
営
ト

ッ
プ
が
主
導
し
、
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
通
じ
て
、

男
性
の
育
児
を
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
₃
に
、
女
性
の
就
業
継
続
の
一
層
の
充
実
で
あ

る
。
子
育
て
を
理
由
に
退
職
し
た
職
員
の
再
雇
用
や

短
時
間
正
社
員
等
、
働
き
方
の
選
択
肢
を
拡
大
す
る

こ
と
や
、
不
妊
治
療
と
仕
事
を
両
立
出
来
る
よ
う
、

企
業
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
若
者
の
新
た
な
出
会
い
の
場
に
つ
い
て

提
案
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
新
た
な
課
題
と

し
て
、
出
会
い
の
機
会
が
減
少
し
、
結
婚
の
希
望
実

現
の
大
き
な
障
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
普
及
し
つ
つ
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

「
場
所
を
問
わ
な
い
」
新
た
な
出
会
い
方
が
、
若
年

層
の
結
婚
・
出
産
希
望
の
実
現
の
一
助
と
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

菅
政
権
は
、
少
子
化
対
策
を
重
要
施
策
の
一
つ
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
経
団
連
で
は
、
地
域
経
済
活
性

化
、
働
き
方
改
革
等
、
関
連
す
る
施
策
の
推
進
と
併

せ
、
少
子
化
対
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、「
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
（
注
１
）」

等
を
通
じ
、
保
育
の
受
け
皿
整
備
が
進
め
ら
れ
、
経

済
界
も
企
業
主
導
型
保
育
事
業
等
を
通
じ
た
貢
献
を

続
け
て
い
る
（
注
２
）。
こ
の
結
果
、
女
性
の
就
業
率
が
上
昇

す
る
中
で
も
待
機
児
童
数
は
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い

る
が
、
未
だ
待
機
児
童
は
全
国
に
約
１
・
２
万
人
お

り
、
２
０
２
１
年
度
以
降
も
引
き
続
き
保
育
の
受
け

皿
整
備
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

少
子
化
対
策
は
全
世
代
型
社
会
保
障
の
一
環
で
あ

り
、
そ
の
財
源
は
、
社
会
全
体
で
支
え
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
税
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
。
現
状
は
、
税
財
源
に
よ
る
社
会
保
障
給
付
が
高

齢
者
に
偏
っ
て
お
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
す
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
直
し
を
行
っ
て
も
、

保
育
の
受
け
皿
確
保
な
ど
の
対
策
に
不
足
が
生
じ
、

追
加
予
算
が
必
要
と
な
る
場
合
に
は
、
ワ
イ
ズ
・
ス

（
注
1
）2
0
1
8
〜
2
0
年
度
の
3
カ
年
で
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
、

女
性
の
就
業
率
8
割
に
対
応
出
来
る
よ
う
、
約
32
万
人
分
の
保

育
の
受
け
皿
を
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

（
注
2
）こ
れ
ま
で
経
済
界
は
、
厚
生
年
金
保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
徴
収

さ
れ
る
事
業
主
拠
出
金
を
財
源
と
す
る
、
企
業
主
導
型
保
育
事

業
を
通
じ
て
約
11
万
人
の
保
育
の
受
け
皿
整
備
に
協
力
し
て
い

る
ほ
か
、
自
治
体
が
整
備
す
る
保
育
所
の
運
営
費
に
つ
い
て
も

一
部
負
担
し
て
い
る
。
事
業
主
拠
出
金
は
保
育
の
受
け
皿
整
備

の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
病
児
保
育
等
に
充
当
さ
れ
て

お
り
、
予
算
規
模
は
約
7
0
0
0
億
円
に
な
っ
て
い
る
。

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
視
点
か
ら
、
現

行
制
度
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

　

提
言
で
は
、
例
え
ば
、
児
童
手

当
に
つ
い
て
、「
当
分
の
間
」
の

措
置
と
さ
れ
て
い
る
高
所
得
者
層

を
対
象
と
す
る
特
例
給
付
を
廃
止

す
る
こ
と
、
ま
た
、
就
労
形
態
の

多
様
化
や
公
平
性
確
保
の
観
点
か

ら
、
児
童
手
当
支
給
の
所
得
基
準

の
判
定
に
、
保
育
料
と
同
様
、
世

帯
合
算
の
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
保

育
の
受
け
皿
整
備
に
つ
い
て
は
、

幼
稚
園
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
促
進
や
、
預
か
り

保
育
等
、
既
存
施
設
の
活
用
を
提

図表１　ポストコロナを展望した少子化対策の推進に向けて
コロナ禍を経た新たな視点・目指すべき将来像

多様で柔軟な働き方により
人生の選択肢が広がる

我が国の構造的課題の一つである
少子化の解決を図り

Society 5.0 for SDGsを実現

分散型社会の実現
持続可能な地域社会の再生

これまでの少子化対策の強化
子育て支援策の充実、WLB推進

働き方改革等

働きながら、希望する数の子どもを産み育てることが
経済的にも社会的にも尊重される社会

主たる生計者の年収
（夫婦と子ども２人） 概要 対象児童数

（2020年度）

～960万円未満

〇０～３歳未満：月1.5万円
〇３歳～小学校修了まで
　第１子・第２子：月１万円
　第３子以降：月1.5万円
〇中学生：月１万円

1,449万人

【特例給付】
960万円～ 〇中学生以下：月0.5万円 156万人

図表２　児童手当制度の概要
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